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１、第七十回パソコン同好会 

(1) 開催日： ２月１６日（日）１３：００～１５：００ 

(2) 場 所： 放送大学山口学習センター小講義室（山口大学・大学会館内） 

(3) 内 容： ① エクセルで各種関数を使って統計処理をすることを試みた。 例題を

提示し、COUNT、SUM、AVERAGE、MAX、MIN、MEDIAN、

RANK.AVG、STDEV.S など関数を使用した。 

       ② その他 特になし 

 

２、謝辞 

 大学から、サークル活動支援として５０円切手を１６０枚いただきました。ありがとうご

ざいました。 

 

３，Q. & A 

Q．アニメの gif ファイルを実行するには ？ 

  

 

 

 

 

A.  gif ファイルを選択し、「Internet Explorer」で開きます。 

  この gif ファイルは、USB フラッシュメモリの中の「ジャンプする蛙.gif」という 

ファイルです。パワーポイント上でスライドに挿入し、スライドショーでも実行でき

ます。文書の上では単に静止絵です。 

 

４，第七十一回パソコン同好会 

(1) 開催日： ３月１６日（日）１３：３０～１５：３０ 

(2) 場 所： 放送大学山口学習センター小講義室（山口大学・大学会館内） 

(3) 内 容： ① エクセルで各種関数を使う。放送大学授業科目「身近な統計」にお

いて使われている例題を取り扱う 

        ② 各自で課題を出し合い、解決法を検討する。 

        ③ その他 

 

 

放送大学山口学習センターサークル 

 

 機関誌   Ｎｏ．６３ 

Ｍａｒ．１６，‘１４． 

   文責  井手明雄 
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エクセル演習 ６ 

関数の利用  ～統計計算 ２～ 

放送大学印刷教材「身近な統計」で扱っている例題から 

データをキーインするのは面倒なので USB フラッシュメモリの中に各種のデータ及び課

題の解答を用意しました。参考にしてください。 

 

１，２章から 

 表 1 の訪問者数の合計数に対する各地訪問者数の比率（構成比率）と累積（累積比率）の

相対度数を求めます。関数を用いず単なる計算です。 

解答： セル C3 に「=B3/$B$8」、セル D3 に「=SUM($C$2:C3)」を入力、実行し、そのセル

のフィルハンドルを C7、D7 までドラッグします。結果は表 2です。 

 

２， ４章から               

 表３はダルビッシュ有投手のストレート、スライダー、カーブを投球したときの球速のデ

ータです。四分位数関数を使って、各項目の最小値、第１四分位数、第２四分位数、第３四

分位数、最大値を求めてください。 

 四分位数関数の書式は、「=QUARTILE（配列、戻り値）」です。 

配列は、対象となる数値データを含む配列またはセル範囲を指定します。 

戻り値は、戻り値として返される四分位数の内容を、0 ～ 4 の数値で指定します。戻り

値、

0は、

最

小

値、

1は

第 

表 ２、表１の実施結果  
表 １、構成比率、累積比率 

表 ３ 四分位数 
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1 四分位数 (25%) 、2 は第 2 四分位数 = 中位数 (50%)、3 は 第 3 四分位数 (75%)、4 は 

最大値です。 

解答： セル F3 に「=QUARTILE(A$2:A$7,$D3)」として、そのセルのフィルハンドルを

H3 まで､更に H7 までドラッグします。 

 次に、2010 年セ・リーグ別打率一覧（表５）から各チーム別の打率の箱ひげ図を作成し

ましょう。手順は、表５から、表６のように箱ひげ図用のデータを用意し、グラフ作成用の

データを作成し、グラフを作成します。 

① 箱ひげ図データを作成します。セル B35 から B39 までに 4,3,2,1,0 を用意しておき

ます。セル B21 に「=QUARTILE(B$4:B$18,B35)」とし、フィルハンドルを G25 までドラッグ

して表を完成させます。 

② 次にグラフ作成用データ、「最大値－７５％」、「７５％－中央値」、「中央値－２５％」、

「２５％」、「２５％－最小値」を単純計算で作成します。「最大値－７５％」がヒゲの上限、

「２５％－最小値」がヒゲの下限です。 

③ セル B30 から G32 までを選択し、「挿入」タグの「グラフ」グループの「縦棒」か

ら「縦棒積み上げ」を選択します。次いで、グラフの空白部をクリック後、右クリックし、

「データの選択」を選択し、表の中の項目を選択したのち「編集」をクリックして、データ

表 ４ 四分位数 実施結果 

表 ６ グラフ作成用データ 

表 ５ チーム別打率一覧 
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表の項目名を指定します。「△」「▽」をクリックし、２５％を下に表示させます。 

④ 「25%」の縦棒をクリックし、その上で右クリックして、「データ系列の書式設定」

を選択します。［塗りつぶし］タブで［塗りつぶしなし］をクリックします。続いて、［枠線

の色］タブで［線なし］をクリック。グラフの７５％をクリックし、同様にして、［塗りつ

ぶしなし］をクリックします。また、同様にして、「中央値－７５％」を［塗りつぶし］タ

ブで［塗りつぶし（単色）］、「青」にします。 

⑤ 誤差範囲の設定。「75%－中央値」の縦棒を選択後、「グラフツール」の「レイアウ

ト」タグから「誤差範囲」、「その他の誤差範囲オプション」をクリックします。「誤差範囲

の書式設定」ウィンドウの「縦軸誤差範囲」タブで「方向」を「正方向」に、「誤差範囲」

を「ユーザー設定」に設定し、「値の設定」ボタンをクリックします。 

「正の誤差の値」にグラフ用データの「最大値－75%」のセル範囲「B29:G29」を設定しま

す。［OK］ボタン、［閉じる］ボ

タンをクリックします。 

同様にして、「縦軸誤差範囲」

タブで「方向」を「負方向」に

て、「誤差範囲」はグラフ用デ

ータの「２５％－最小値」のセ

ル範囲「33：G33」を設定しま

す。 

 

３，５章から 

表７のデータの値から、合計と平均を求め、更に、平均からの偏差、偏差の二乗、分散、

標準偏差、を求めます。合計、平均の計算は略します。セル D11 の分散が、「=VARPA(B5:B9)」、

F5 の標準偏差が、「=STDEVP(B5:B9)」で

す。 

不偏分散は、セルD10の偏差平方和が、

「=SUM(D5:D9)」、D11 の不偏分散は、

「=VARPA(B5:B9)」、F5 の標本標準偏差

が、「=STDEVP(B5:B9)」です。 

図 １ 箱ひげ図のグラフ  

表７ 標準偏差を求める表。      表８  表７の完成図 

の 

表 ９ 不偏分散 
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４，６章から 

 総務省の統計局か

ら取り出したデータ

です。 

平成 10 年のデータは

なかったのでここで

は平成 22 年の分だけ

で計算します。 

 セル C4 から D23 ま

でと、F4 から H23 ま

でを算出し、このデー

タ、「累積比率(X 軸)」「累積比率(Y 軸)」の値をもとにローレンツ曲線、ジニ係数をもとめ

よう。 

① セル B23 に、総計「=SUM(B4:B22)」を求め、セル C4 に、「=B4/$B$23」を入力し、構成

比率、D4 に「=SUM($C$3:C4)」とし、累積構成比率（X軸）を求めます。そのセル B4、D4

のフィルハンドルを C22、D22 までドラッグします。 

② セル E4 に、「=E4*B4」とし、そのセルのフィルハンドルを E22 までドラッグします。セ

ル E23 に、総計「=SUM(E4:E22)」を求め、①と同様にして、構成比率と、累積構成比率（Y

軸）を求めます。 

③ D 列の D3 から D22 までを選択し、［CTRL］キーを押したまま H列の H3 から H22 をドラ

ッグして選択します。「挿入」タグ、「グラフ」グループの「散布図」をクリックします。 

表 １０ 平成 22 年の世帯の貯蓄状況（総務省から） 

表 １１  世帯の貯蓄状況のローレンツ曲線 

図 2 １回目のローレンツ曲線 

図３ ２回目のローレンツ曲線 
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④ 作成した１回目のローレンツ曲線のグラフ（図２）をアクティブにし、「グラフツール」

タグの「デザイン」の「データの選択」をクリックし、データソースの選択画面で「追加」

をクリックし、「系列 Xの値」の項に「累積比率」即ちセル D4 から D22 までの範囲（D4：D22）

を入力し、「系列 Xの値」の項にも「累積比率」即ちセル D4 から D22 までの範囲（D4：D22）

を入力します。「OK」をクリックすると、２回目のローレンツ曲線(図 3)ができます。 

 次回は、７章から１５章を題材にします。 

          ―――――――― 

 

 

 

練習 ローレンツ曲線とジニ係数 

 

 給与はある程度格差を付けて

配られていますが、その給与を

均等に分配したときに比べてど

のような具合になるのかを、「身

近な統計」の第 6章の講義から、

引いてきました。 

社員の累積比率と給与の累積比

率から、ローレンツ曲線と均等

分配線をグラフで示しましょう。 

 

講義のテロップから 

表 １２ 講義の中に出てきた表からローレンツ曲線 


